














池 田 大 助
序論 )イ ンバ ー合 金 とは､ 1889年 にギ ョ- ム の 発見 した Fel-XNi
～ .4)合 金 な どの､ 室 温付 近 で熱 膨 張 率 (α)が 小 さい くFig.
?? ??
小 さい α は､ 大 きな正 の 体 積磁 歪 によ る もの で あ る と考 え られ てお りI
イ ンバ ー 効 果 と呼ぶ｡ 代表 的 な モ デ ル と しては､ 2γモ-デルが あ る｡
ル とはfccFeの電 子 状慾 に は､ 体 積 とモ ー メ ン トが 大 きいhigh-spin
状 態 を､ 体 積 とモ ー メ ン トの 小 さいlow.-spin(LS )状 態が あ り､ H
















実験 )〟SR とい うの は､ 砿 気モ ー メ ン トを持 っ 〟中間子 を試 料 に打ち込 ん
でt その 緩 和の 様子 を 観 測 す る こ とに よ って､ 内部磁 場 の情 報 を得 る美東 手 段
で あ る｡ この 〟SR実 験 は磁 気 的 な異 常 で あ る イ ンバ ー異 常 の研 究 の よ いプ
ローブ とな ると思 われ る｡ よ って我 々は､ 高エ ネルギ ー 研究 所 な いの 東京 大学
理 学 部 中 間 子 葉獣 施設 にお い て JLSR実 験 をお こな っ た｡ 試 料 と して は Fe1-
XNix合 金 の イ ンバ ー組 成 で あ るx=.34､ 非 イ ンバ ー 組 成 で あ るⅩこ.5を用 い､ そ
れ らを比 較 す る こ とに した｡
実験 結 果一 考 察 )
Tc異 常 の湿 度 領域 で の零 磁 場 緩和 ) ミュ オ ンの零 磁 場 で の緩和 率 の温 度変 化 を
Fig.2に示 す｡ x=.34とⅩ=.5の緩 和 率 を定 量的 に比 較 す る ため に､ 高 温 か ら按
和 事 を外 挿 して (Tc-T)/Tc=0.01で の 緩和 率 を比 較 ･した｡ 故 場 の点 的 な 揺
ら ぎに よ る緩 和 率 は 内部 磁 場 の分 布 の 広 が り (二 乗平 均 )一に比 例 す る｡ 計 声 援
シ ュ ミ レー シ ョンによ って､ 磁場 の分 布 を計 算 してみ た結果､ Ⅹ三.34の Feの う
ち約 25%が モ ー メ ン トの 小 さい状 愚 (LS)にな って い る と仮 定 す るな らば､
Ⅹ=.34の 緩 和 率 が小 さい こ との 解釈 が 可 能 で あ る｡ ｡
Tc以 下 で の 零 磁場 緩 和 )x:･34とⅩ三･5の JLSR実験 の 大 きな 違 いは､ Tc以 下 の
温 度領 域 で の緩 和 の様 子 で あ る (Fig.3､ Fig.4)｡ x=.34はx王.5に比 べ て､ 内
部 砥場 に非 常 に広 い分 布 を持 つ こ とを示 して い る と思 わ れ る｡ 計 算 機 シュ ミ レ
ー シ ョン とデー タを比 較 して 内部 磁場 の 広 が りを定量 的 に評 価 してみ たとこ ろ､
Ⅹこ.34はx=.5よ りも､ 一桁 以 上 も故 場 の分 布 が広 い とい う結果 にな った｡
ナ イ トシ フ ト) Tc以 上 の 温 度領 域 での 横 磁場 回転 の周波 数 は､ 温度 が Tcに
近 づ いて い くにつ れ て周 波 数が 大 き くシ フ トして いっ た｡:この シ フ トは､ 反 位
場､ ロー レンツ磁 場の 影 響 に よ る シフ トと､ 起 微細 位一喝 によ る ナ イ トシフ トで
あ る と思 われ る｡
Tc以 上 の温 度 領域 で の 周 波 数 シフ トか ら､ ロー レン ツ砿鳩 と反 故 喝 の 影響 を 除
い て､ ナ イ トシ フ ト (a )を見積 ってみ た｡ その結果､ I:.34､ .5とも に超 微 細
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